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＠ゐ同JJ日中標津おつお老人，，弓τと睦しaれ
せザロ〉ぬ合同で合譲保院につい！：（；）出前講座
を行い参し定。今年rl陪出前講座（；）,cニューを
増やし地域ぬ事望に応じ定肉容ta-~届けし参ll"
（詳しく1<1=4パージをご覧〈店さい。

4 ，喧 しゃ ＜！，，う

本士官民つ’L ; 祉会福祉協議会の略称です。

公共性を持った社会福祉団体です。

誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉

の実現を目指しております。

， 『社協山』叩募金ベ助成吋尚行日います
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…
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平成25年度～

中標津町社会福祉協議会収支決算
--

（単位 ．千円）

車両運搬具取得支出
4.894千円

130,959千円

会費収入
2.014千円

福祉資金収入
120千円 f入浴車両更新積立金一／取崩収入3.811千円

／ー．． 匝

その他収入
3,271千円

事業収入等一＼
3.030千円 ＼ 

障害者自立支援～－－－ _."¥_ 
収入 1.448千円 一 一

人経費支出
75.645千円

その他支出
2.448千円

事業費支出
36.843千円

寄付金収入
4目849千円

経常経費補助金
44,190千円

共同募金／
配分金収入
5.275千円

m:,語言語fJ'a,幸田＝・
前号の社協だより4月号（第57号）に一部誤りがありましたので、 訂正しお
詫び致します。

今後は再発防止に努め、正しい情報をお届けできるよう取り組んで参ります。

大変申し訳ありませんでした。

表紙（最下部） 誤

3ページ（収支予算） 誤

誤

誤

一部助成金を～
収入135,638千円

支出135,638千円

4,761,949円

正
正
正
正

ーー令

ー--i・
一部配分金を～

収入127,739千円

支出127,739千円

4.764.749円

ーー＋

ーー令
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5ページ（共同募金実績）
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・人と触れ合いたい

・趣昧を披露したい

．ボランティア活動したい
ーでヨ夕、，=-u司F四

どんな、理由でも構いません。ご自分の趣味・

特技を活かしてボランティア登録（個人 ・団体）

して活動をはじめませんか？

現在、手工芸、花生けや将棋、三味線、大正琴

をできる方、得意な方を探しています。
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一．・・－

命中標津町祉協出前講座
をご利用ください

中標津町社会福祉協議会では、地域福祉の推進を図るため、地域住民

の方々を対象に福祉やボランティア、介護などの出前講座に取組んでい

ます。

No 実 施 講座 内 官t、't 

車椅子って何つ
車椅子の仕組みと体験を行います

～100センチメートルの世界を知ろう～

2 高齢者のからだの仕組み 加齢による身体の変化の体験を行
～高齢者疑似体験～ います

ボランティア活動の心得や活動の
3 ボランティアって何つ 楽しさについてお話させていただ

きます

リングブルや古切手集めてどうなるのつ 気軽に誰でもできるボフンァイア
4 
～収集ボランティア活動のすすめ～ 活動についてお話させていただき

ます

5 赤い羽根って伺つ 共同募金の歴史、募金の使われ方
についてお話させていただきます

災害が起きた時k＿どうしたりよい
6 災害図上訓練（0. I. G）って何つ かを地図上でゲームのように体験

を行います

7 成年後見制度の仕組みと利用の仕方 制度を利用できる方、利用までの
流れについて

福祉サービスの手続きや生活費の管理に不安がででき 制度を利用できる方、利用までの
8 た方へ 流れについてお話させていただき
～日常生活自立支援事業でお手伝いします～ ます

生活の自立のお手伝い ご利用いただける貸付制度の種類
9 
～生活福祉資金を知っていますか？～ やt立帝についてお話させていただ

きま9

10 社協って何しているのつ
社会福祉協議会の仕組みと事業に
ついてお話させていただきます

介護保険制度と介護サービス 介護保険サービスの内容や利用の
11 
～上手に介護サービスを利用したい～ 仕方についてお話させていただき

ます

足浴や手浴の仕方、移乗動作の介
12 介護実技ワンポイント講座 護方法、 紙パンツの上手な使い方

についての実技を行います

訪問入浴サービスはどのような事
13 体験 ！訪問入浴 業なのか、訪問入浴車を見ていた

だいたりします

4 
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催
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、
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よ
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携
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介
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テ
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催
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。
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介
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・
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（
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上
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怪
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の
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催
伝
奇
b
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平
成
お
年
5
月
白
日

（土
）
旧
時
か

ら
中
標
津
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
中
標
津
町
社
協
平
成
お
年
度
家

族
の
た
め
の
在
宅
介
護
講
座
（
第
1

回
）
を
開
催
し
ま
し
た。

当
日
は
、
氾
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
第
1
部
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
の
仕
方
や
制
度
に
つ
い
て
介
護
支
援

専
門
員
か
ら
説
明
を
行
い
、
第
2
部
は

ア
ズ
介
護
サ
ー
ビ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
ご

協
力
の
も
と
、
最
新
の
福
祉
用
具
を
実

際
に
見
て
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

参
加
者
の
方
々
に
、
身
体
の
状
態
は

変
化
す
る
の
で
購
入
よ
り
レ
ン
タ
ル
の

方
が
、
交
換
が
で
き
る
な
ど
利
便
が
お

お
き
い
乙
と
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
因
っ
た
時
や
悩
み
が
出
た

ら
介
護
支
援
専
門
員
に
相
談
で
き
る
こ

と
を
改
め
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た。
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介
護
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス
水
分
の
摂
り
方
の
工
夫

喉
が
乾
い
て
い
な
い
の
に
水
分
を
飲

む
の
は
辛
い
も
の
。
そ
乙
で
ひ
と
工

夫
。
①
朝
起
き
掛
け
に
水
分
を
摂
る

①
薬
を
飲
む
と
き
の
水
を
増
や
す

①
水
分
の
多
い
野
菜
、
果
物
を
食
べ
る

④
お
茶
を
ゼ
リ
ー
に
す
る
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組
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ふ
れ
あ
い
ワ
弓

τ
ヘ

一

訪
問
し
手
し
忘

中
標
津
町
祉
協

在
宅
介
護
者
ぬ
っ
と
い

開
催
中

平
成
お
年
度
も
介
護
者
の
つ
ど
い
は

月
1
回
開
催
し
、
介
護
者
が
集
ま
り
悩

み
や
介
護
に
関
す
る
情
報
を
話
し
あ
え

る
場
所
に
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
出
入
自
由
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
開
催
時
間
す
べ
て
に
参

加
で
き
な
く
て
も
、
都
合
の
つ
く
時
間

に
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

‘彊診（平成26年度上半期）

平成26年7月17日（木） I 0：・00～12:00

平成26年8月21日（木） I 0:00～12:00 

平成26年9月18日（木） I 0:00～12:00 

平成26年10月16日（木） I 0: 00～12:00 

~中標津町総合福祉センター（プラット）
6露診 在宅で介護している方、介護を終えられた方

これから介護をする予定の方

生
活
福
祉
資
金
ぬ
ご
案
肉

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
他
の
貸

付
制
度
が
利
用
で
き
な
い
低
所
得
・
障

が
い
者

・
高
齢
者
世
帯
に
向
け
て
資
金

の
貸
付
を
行
う
乙
と
に
よ
り
、
生
活
の

安
定
を
目
指
す
乙
と
を
目
的
に
し
て
お

り
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

主
体
で
中
標
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

相
談
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
制
度
は
就
学
の
た
め
の
資
金
や

離
職
者
向
け
な
ど

4
つ
の
種
類
が
あ

り
、
そ
の
す
べ
て
の
基
本
要
件
と
し
て

次
の
5
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
世
帯
単
位
の
貸
付

②
連
帯
保
証
人
が
必
要

、
iν
［

①
民
生
委
員
の
相
談
支

Q
9
h
d

援
が
必
要

J
T
W
Y

①
他
制
度
優
先

⑤
事
後
申
請
は
貸
付
対
象
外

た
だ
し
、
資
金
の
種
類
に
よ
っ
て
要

件
や
必
要
書
類
に
遣
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
貸
付
制
度
が
該
当
に
な
ら
な
い

場
合
で
も
他
の
手
立
て
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

貸
付
金
が
必
要
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
中
標
津
町
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

，t
U
 

， 
「なかしべつ夏まつり」に中標津町共同募金

中標津町共同募金委員会だ~＇I

I 

, 
平成26年8月9日（土）、 10日（日）に開催される

委員会が出店します。募金いただいた方には日本

ハムファイターズや初音ミクのグッズをプレゼン

卜、飲食物販ではビールや日本酒を販売予定とし、

益金を赤い羽根共同募金とさせていただきます。

今年も夏まつり会場へお越しの際は是非お立ち

寄りください。
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～福祉サービス利用援助事業のご案内～

福祉サービス利用援助事業は、福祉サービスの利用手続きがわからなかったり、生活費の管理が一

人では不安に思っている方を 「生活支援員」が訪問して、 日常生活の心配ごとや困ったことの相談を

受けながら福祉サービスを利用する手続きや生活費の管理を行う事業です。

・福祉サービスの利用の仕方がよくわからないい・

・電気や水道料金を支払い忘れて、請求書が何度

も届いてしまう－．．

・ぉ酒やタバコにお金を使ってしまって生活費が

なくなってしまう… 民、
・大事な預金通帳を失くしてしまう… r.·~ . ¥.,u j 

具体的なサービス内容

①福祉サービス利用援助

福祉サービスの情報を伝えたり、 手続きの相談

を受けます。

②日常的な金銭管理

公共料金の支払いや預金から生活費を払い戻し

たり、その生活費をどのように使うかご相談しな

がら決めていきます。

③書類のあずかり

無くしては困る大事な書類（預金通帳や年金証

書など）を貸し金庫で預かります。

サービスのしくみ

ご本人・ご家族など

様 な々関係機関

①相談

‘ ②面談・調査， 、
、 r
③生活支援計画・契約

本人 R
．． ， 中標津町
ノ 社会福祉協議会

⑤サービスの提供、h －＇c連絡

中標津町社会福祉協議会にご相談いた

だくと、担当職員である「自立生活支援

専門員」が訪問して、詳しい状況をお聞

きして、利用にあたって計画を立て、ご

本人と契約を結ぶ準備をします。

の契約が終わったら、「生活支援員jが

計画に沿って、定期的に本人を訪問して、

サービスを行います。

～生活支援員とは～

生活支援員は、中標津町社協と業

務契約を結んだ上で、立てられた計

画に基づき、本人を訪問して左記の

①と①のサービスを実際に提供する

方の乙とで、中標津町では「佐々木

カツイさんjと 「大竹由美子さん」

の2名が活動されています。

カ乙の事業をご利用できるのは、高齢

や障がいにより、判断に不安のある

在宅で生活しているか、乙れから在

宅で暮らす予定の方です。

古1時間程度の利用で1.200円と生活

支援員の交通費がかかります。生活

保護の方は固から補助されるので無

料です。

ー I 福祉サービス利用援助事業に関するお問い合わせは

生活支援員

中標津町社会福祉協議会相談支援業務担当

(TELO 1 53-79-1 231 ）までご連絡ください。

資料抜粋、参考 北海道社会福祉協議会ホームページ

7 



［ あたたかい真必をありがとうございます
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金 香典返しにかえて

村上新平様 木

村 勝舌様荒

津崎 滋様須

小針和也様 矢

大石律子様 大

高屋千恵子様 神

小塩正敏様 八
異嶋正義様 勝

畠山一夫様 川

ゆ 物品寄付

大慶寺女性部様

平成26年5月31日分まで掲載

金 篤志寄付
谷口千佳子様

~ UY~iプル使用済み切手 書き損じハガキテレフォンカードべ日ーク
池田雅子様 志賀正秋様 石本てる子様 石本京子様

杉岡臣子様 足立久子様 志賀シズヱ様 沼内初音様

浅利賀代子様 矢萩義江様 村上恵子様 佐藤富美子様

富樫博子様 志賀正男様 忠津久美様 重松麗子様

須田春恵様 丸山満夫様 山本智也様 島部政敏様

井口五子様 鈴木ツルヨ様 上ヶ島千寿子様 佐々木 修様

山本フミイ様 石井 弘様 菊地好男様

公明党中標津支部様 ビューティーサロンケイコ様 計根別小学校児童会

明治安田生命中標津営業所様 北海道コ力－コーラポ卜リング株式会社様

コマツ道東株式会社中標津営業所様 中標津町商工会女性部様

中標津わんにゃん一家様 中標津町南町新生クラブ様 学童支援まなび

セブンイレブン中標津桜ケ丘店様 春秋会様 中標津むつみ老人クラブ

明生いきいきクラブ様 住友生命中標津中央支部様 有限会社川口薬局

中標津訪問看護ステーション様 中標津白樺町内会寿クラブ様

株式会社力ナモ卜中標津営業所様

4葉
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平成26年5月31日分まで掲載

平成25年度共同募金運動

功績者として、子供の成長を

みまちる会、障がいのある人

も共に豊かに生きられる地域

を目指すぽれぼれの会ヘ北海

道共同募金会長感謝状が贈呈

されました。
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